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校庭の桜がやわらかく咲き誇り、新しい年度の始まりを優しく包み込んでくれています。 

４月６日、２４２名の新入生を迎え、全校生徒７２４名で令和８年度の鶴嶺中学校がスタートしました。 

入学・進級、誠におめでとうございます。 

生徒の皆さんに会えるこの日を、教職員一同、心待ちにしていました。 

校長として２年目を迎えました獺
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です。 

昨年度は、保護者・地域の皆様の温かいご理解とご協力に支えられ、教育活動を進めることができまし

た。心より感謝申し上げます。本年度も引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。 
 

本校の教育目標は、昨年度に引き続き、 

     『優しさと勇気に満ちた 鶴嶺の郷の子』    です。 
そして今年度、私たちが特に大切にしたいことは、 

「共生社会の実現に向けて 誰もが大切にされる鶴嶺中学校を目指すこと」 

です。今、社会は多様性の時代を迎えています。人の考え方、感じ方、生き方は一人ひとり異なります。  

だからこそ、 

 •自分と違う意見に耳を傾けること 

 •相手の立場に立って考えること 

 •自分も他者も大切にすること 
こうした姿勢が、これまで以上に求められています。 
 

学校は、さまざまな違いを持つ人が集まる「小さな社会」です。 

その中で、互いを認め合い、支え合いながら生活する経験こそが、 

これからの社会を生きる力につながります。 
 

本校では、その実現に向けて、次の点を大切にしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

また、日々の生活の中で大切にしてほしいこととして、本校ではこれまで取り組んできた「思いやり算」の

考え方を、今年度も大切にしていきます。 

こうした一つ一つの行動が、「誰もが大切にされる学校」につながっていきます。 

A生徒の皆さんへ A  

新しい一年は、「自分を大切にしながら、他者も大切にする」ことを意識して過ごしてほしいと思います。  

そして、うまくいかないときには、一人で抱え込まず、周りの人に頼ってください。学校には、皆さんを支える

大人がいます。 
 

A保護者・地域の皆様へ A 

学校・家庭・地域が連携し、子どもたちの成長を支えていくことが、これまで以上に重要になっています。  

本年度も、本校の教育活動へのご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。  

 

【教育活動の重点】 

１．自己肯定感を高める教育の推進 

２．生徒一人ひとりの尊厳を守る人権教育 

３．命・心・多様性を大切にする教育 

４．知的好奇心を育む、確かな学びの充実 

５．誰一人取り残さない支援（不登校支援・個別支援の充実） 

６．情報モラル教育の推進 

７．防災教育の充実 

８．教職員の働き方改革の推進  



１、２年、I組は、4/2０～4/2４で個別相談を行います。 

4/20（月）～4/24（金）の 5 日間で１、２年生並びに I 組の全生徒の保護者の皆様を対象にして二者面談（担

任と保護者）を予定しております。詳細については、別途プリントを配付しますので、そちらをご覧ください。 

令和８年度の体育祭は、平日 5月 2１日(木)開催 

今年度の体育祭は、平日（5 月 2１日(木)）開催となります。詳細については、別途プリントを配付しますので、 

そちらをご覧ください。体育祭の平日開催は、生徒の参加状況を最優先に考慮しています。    


